
語
の
科
目
構
成
は
全
面
刷
新
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
必
履
修

と
な
る
の
は
、
次
の
２
科
目
（
各
２
単
位
）。

・
現
代
の
国
語
…
…
実
用
的
な
文
章
と
論
理
的
な
文
章
を

学
び
、
実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力

を
育
成
す
る

・
言
語
文
化
…
…
現
代
文
の
う
ち
、
文
学
的
文
章
、
古
文
、

漢
文
を
学
び
、
上
代
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る
我
が
国

の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

こ
れ
ま
で
高
１
で
学
ん
で
き
た
「
国
語
総
合
」
が
、「
現

代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
の
２
つ
の
教
科
書
に
分
か

れ
、
ペ
ー
ジ
数
も
「
国
語
総
合
」
よ
り
増
加
。
高
２
以
降

で
「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」
が
設
け
ら
れ
る
が
多
く

の
学
校
は
「
論
理
国
語
」
を
履
修
さ
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】
出
題
範
囲
は
「
現
代
の
国
語
」

「
言
語
文
化
」
か
ら
。
10
分
延
長
と
な
る
可
能
性
も
。

　

地
理
歴
史　
…
「
歴
史
総
合
」「
地
理
総
合
」
が
必
履
修

　

従
来
、
古
代
文
明
か
ら
順
に
学
ん
で
い
た
日
本
史
・
世

科目が変わり、教科書が変わる！
４年後が本当の大学入試改革

コレだけは知っておきたい！　教育NEWS

変わる！  高校教育

本
格
的
な
大
学
入
試
改
革
は

今
の
「
中
３
」
が
受
験
す
る
と
き

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
高
校
の
教
科
書
が
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
は
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、高
校
の
教
科
・

科
目
が
再
編
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

今
年
か
ら
教
科
書
が
変
わ
っ
た
中
学
校
の
場
合
は
、
３

学
年
と
も
一
気
に
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
高
校
の
場
合
、

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
は
学
年
ご
と
で
す
の
で
、
現
在

の
高
校
在
籍
生
の
教
科
書
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
変

わ
る
の
は
、
現
中
３
＝
新
高
１
か
ら
で
す
（
上
図
参
照
）。

　

し
た
が
っ
て
、
大
学
入
試
も
２
０
２
５
年
か
ら
新
教
科

書
・
新
課
程
の
内
容
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
入

学
の
新
高
１
が
大
学
受
験
す
る
と
き
は
、
浪
人
す
る
と
厳

し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
本
格
的
な
大
学
入
試
改
革
は
、
現
中
３
生
か

ら
始
ま
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
学
習
指
導
要
領

各
教
科
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

２
０
２
２
年
度
か
ら
高
校
教
育
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る

大
学
入
試
改
革
に
つ
な
が
る
も
の
。
高
校
に
合
格
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
今
の
中
３
は
も

ち
ろ
ん
、
中
２
以
下
の
学
年
に
大
き
く
影
響
す
る
高
校

教
育
の
変
化
に
つ
い
て
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
上
野
伸
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（エデュケーショナルネットワーク作成、無断転載を禁ず）

（エデュケーショナルネットワーク作成、無断転載を禁ず）

保護者のみなさまへ

来年４月から、高校の教科・科目はこう変わる！ 

～高校教科書の改訂と大学入試改革のスケジュール～

イマ
どき

お子さんは
、今、

どこにいま
すか？

㈱エデュケーショナル
ネットワーク
Ｒ＆Ｄセンター　
チーフアナリスト
上野伸二さん

　

著
作
権
の
関
係
で
実
際
の
教
科
書
は
お

見
せ
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
１
の
新
教
科
書

の
見
本
を
閲
覧
し
て
私
が
感
じ
た
変
化
や
、

現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
２
０
２
５
年
か

ら
の
共
通
テ
ス
ト
の
変
更
点
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
し
ょ
う
（
下
図
参
照
）。

　

国
語　
…
実
用
的
な
国
語
力
を
重
視
！

　
「
言
語
能
力
の
確
実
な
育
成
」
が
重
要

な
改
善
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

高校３年間を
新しい教科書
で学ぶ現中３
生から、大学
入試は激変！



●
英
語
…
４
技
能
を
積
み
上
げ
て
い
く

　

中
学
生
の
保
護
者
の
方
は
実
感
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
英
語
は
小
学
校
で
の
教
科
化
の

影
響
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
え
、
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
も
同
様
で
す
。

　

中
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

中
１
の
段
階
で
は
学
校
に
よ
っ
て
難
易
度
が
割
れ

て
い
ま
す
が
、
中
３
に
な
る
と
軒
並
み
難
易
度
が

ア
ッ
プ
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら
４
技
能
を
し
っ
か

り
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
数
学
…
文
系
で
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い

　

２
０
２
０
年
度
入
試
で
、
私
立
文
系
の
最
難
関

の
ひ
と
つ
で
あ
る
早
大
・
政
経
学
部
が
、
一
般
選

抜
で
「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
を
必
須
に
し
た
こ
と
が
大

き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
共
通
テ
ス
ト
」で
も
、

文
系
の
数
学
の
比
重
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
文
系
に
数
学
は
不
要
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
通

説
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
小
学
校
算
数

の
う
ち
か
ら
「
つ
ま
ず
き
」
を
作
ら
な
い
で
お
く

こ
と
が
、
非
常
に
大
切
で
す
。

●
探
究
型
の
学
び
に
慣
れ
て
お
く

　

大
学
入
試
で
は
、
私
立
・
国
公
立
を
問
わ
ず
学

校
推
薦
型
選
抜
・
総
合
型
選
抜
の
割
合
が
増
加

（
２
０
１
９
年
で
２
人
に
１
人
）。
行
き
た
い
大
学

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
調
べ
、
ど
ん
な

こ
と
を
学
ぶ
の
か
、
ど
ん
な
学
生
像
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
小
論
文

な
ど
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
探
究
型
の
テ
ー
マ
が

増
え
て
い
ま
す
か
ら
、
普
段
か
ら
知
識
や
情
報
を

イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
の
大
学
入
試
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
定
期
テ
ス
ト
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
高
校
３
年
間
で
き
ち
ん
と
評
定
を
獲
得
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
１
の

１
学
期
に
好
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
。
学
習
塾
と

二
人
三
脚
で
、
お
子
さ
ん
の
将
来
を
見
通
し
た
学

習
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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タ
の
活
用
」
を
強
化
し
た
流
れ
で
、
今
ま
で
ほ
と

ん
ど
扱
わ
な
か
っ
た
「
統
計
的
な
推
測
」
を
学
ぶ
。

ま
た
、「
数
学
活
用
」
が
廃
止
さ
れ
「
数
学
Ｃ
」
が

新
設
。「
数
学
Ｃ
」
は
、
ベ
ク
ト
ル
（
数
学
Ｂ
か

ら
移
行
）、
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面
（
数

学
Ⅲ
か
ら
移
行
）、数
学
的
な
表
現
の
工
夫（
新
規
）

の
単
元
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
数
学
Ⅲ
」
は
単

位
時
間
数
が
減
る
た
め
、
授
業
進
度
は
タ
イ
ト
に

な
り
、
生
徒
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
る
。

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】国
公
立
大
を
志
望
す
る

場
合
、
文
系
・
理
系
と
も
①「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ⅰ
・

数
学
Ａ
」
と
、
②「
数
学
Ⅱ
、
数
学
Ｂ
、
数
学
Ｃ
」

が
必
要
。
②
で
は
、
Ｂ
の
「
数
列
」「
統
計
的
な
推

測
」、
Ｃ
の
「
ベ
ク
ト
ル
」「
平
面
上
の
曲
線
と
複

素
数
平
面
」
の
こ
れ
ら
４
つ
か
ら
３
つ
を
選
択
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
文
系
で
も
上
位
校
を
ね
ら
う

た
め
に
は
「
数
学
Ｃ
」
ま
で
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

理
科　
…
教
科
・
科
目
内
容
に
変
更
な
し

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】理
科
は
１
２
０
分
・
１

コ
マ
に
。「
物
理
基
礎
、
化
学
基
礎
、
生
物
基
礎
、

地
学
基
礎
」
で
１
科
目
扱
い（
い
ず
れ
か
２
科
目

を
選
択
解
答
）。
選
択
パ
タ
ー
ン
は
現
行
と
同
じ
。

　

情
報　
…
新
科
目
「
情
報
Ⅰ
」
が
必
履
修
に

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】国
公
立
大
の
対
応
は
、

来
年
１
月
に
発
表
予
定
。
試
験
科
目
に
決
ま
っ
た

場
合
、
60
分
・
１
０
０
点
満
点
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
共
通
テ
ス
ト
は
「
６
教
科
８
科
目
」
と
な
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
英
語
」と
「
数
学
」

小
学
生
か
ら
学
習
を
積
み
上
げ
て

　

こ
こ
ま
で
ご
説
明
し
た
よ
う
に
、
大
学
入
試
が

変
わ
る
→
高
校
教
育
が
変
わ
る
→
高
校
教
科
書
が

変
わ
る
、
と
い
う
流
れ
で
、
２
０
２
２
年
４
月
に

入
学
す
る
高
１
か
ら
、
高
校
の
学
び
は
大
き
く
変

化
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
、
小
中
学
生
の
保
護
者
の

方
に
、
ぜ
ひ
、
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

界
史
は
、
現
代
社
会
と
の
関
連
性
が
強
い
近
現
代

の
学
習
が
手
薄
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。
ま
た
、
文

系
の
生
徒
で
も
日
本
史
を
履
修
し
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
、
日
本

の
近
現
代
史
を
必
須
の
教
養
と
し
て
学
ぶ
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

新
設
の
「
歴
史
総
合
」
で
は
、
18
世
紀
以
降
の

日
本
と
世
界
の
動
向
を
関
連
付
け
て
学
ぶ
。
通
史

は「
日
本
史
探
究
」「
世
界
史
探
究
」で
学
ぶ
。「
地

理
総
合
」
も
全
員
が
必
履
修
と
な
っ
た
。

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】
受
験
科
目
は
「
地
理
総

合
＋
地
理
探
究
」「
日
本
史
探
究
＋
歴
史
総
合
」「
世

界
史
探
究
＋
歴
史
総
合
」
と
、「
〇
〇
総
合
」
が

必
ず
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　

公
民　
…
自
分
の
考
え
を
英
語
で
書
け
る
よ
う
に

　

２
０
１
６
年
か
ら
18
歳
選
挙
権
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
生
徒
に
社
会
参
画
を
意
識
さ
せ
る
「
公

共
」と
い
う
科
目
名
に
。
従
来
の「
現
代
社
会
」「
倫

理
」「
政
治
・
経
済
」
の
一
部
の
内
容
を
引
き
継

い
で
い
る
。

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】「
公
共
、
倫
理
」「
公
共
、

政
治
・
経
済
」
の
２
科
目
に
。
両
方
を
組
み
合
わ

せ
て
の
受
験
は
不
可
。
地
歴
公
民
で
は
最
大
２
科

目
選
択
す
る
が
、「
地
理
総
合
、歴
史
総
合
、公
共
」

を
選
択
し
た
場
合
、
同
一
名
称
を
含
む
科
目
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

英
語　
…
英
語
に
よ
る
発
信
力
を
重
視

　

４
技
能
５
領
域
を
総
合
的
に
評
価
す
る
「
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
従
来
のR

eading

に

近
い
。
英
文
テ
ー
マ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
が
多
い
）

と
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
重
視
の
言
語
活
動
を
目
的
と
し
た

「
論
理
・
表
現
」
の
２
本
柱
に
。

　
「
論
理
・
表
現
」
は
「Logic &

 E
xpression

」

と
表
記
さ
れ
、
教
科
書
で
は
「M

odel C
onver-

sation

」
を
導
入
し
、
文
法
や
論
理
を
学
ん
で
い

く
流
れ
。
中
学
英
語
教
科
書
と
違
っ
て
、
文
法
的

な
解
説
が
圧
倒
的
に
多
い
。
レ
ベ
ル
の
高
い
教
科

書
はA

ll E
nglish

と
な
っ
て
い
る
。

【
２
０
２
５
共
通
テ
ス
ト
】小
学
校
か
ら
の
英
語
教

科
化
に
よ
り
、高
校
卒
業
時
ま
で
に
学
ぶ
単
語
数

は
、現
在
の
３
０
０
０
語
程
度
か
ら
４
０
０
０
～

５
０
０
０
語
程
度
に
大
幅
増
。
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
／
Ｂ
１

～
Ｂ
２
レ
ベ
ル
の
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

数
学　
…「
数
学
Ｃ
」
が
新
設
、
負
荷
が
大
き
く

　

現
行
で
は
「
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
、

数
学
活
用
」
の
６
科
目
だ
が
、「
数
学
活
用
」
は

ほ
と
ん
ど
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
。新
課
程
で
は「
数

学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」。

　
「
数
学
Ｂ
」
で
は
、小
中
の
算
数
・
数
学
で
「
デ
ー

▲ 2022 年度からの新課程（普通科の標準的な例）。
●文系と理系の数学の違いは、「数学Ⅲ」をやるかやらないかだけ。文系でも高３まで数学を学ぶ高校が増えてくる。
●「総合的な探究の時間」は、「理数探究」などを扱う高校が多いと予想される。

文系でも「数学」が非常に重要になる！ 　　に注目！

（エデュケーショナルネットワーク作成、無断転載を禁ず）


